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緊急内視鏡 への技師の役割 、
Ｂｍｇａｄａ症侯群における上位肋間心電図に関する検討
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緊急内視鏡検査にお 嚇 師の役割は大変重要荏事 剛 はじめに 晦 繊 群は若年から中年の健常翻 液１

あり・ 安全かつ碇実
な処置を求められる。 燗 突然死する・ いわゆる

“ぽっく 嚇 の原因疾患とし １

緊急 内視 鏡 検査 の連 絡を受 け た場合、 患 者の状 態 を把 て 注目 され てい る。Ｂｍｇａｄａ症侯 群の 心電 図 の特徴 は、 有
１

握 せず に検 査 を行う こと は危 険 であり、 ま ず最初 に行う
’胸部 誘 導 （Ｖ１～Ｖ３） にお ける。ｏｖｅｄ型 ある い は …

ことは情報収集で 晩 ≡… 腕 ・・型の・・上昇である淡・ 最近では本症侯群の１

情 報の 内容 は、 主 訴、 全身 状態、 内 視鏡 検査の 治療歴 診 断為 よ
び突然 死の 予測 において、ＣＯＶｅｄ型 がよ り重 要 で；

等 であ り、この 情報 を墓 に検 査・処置 の予測 を し必 要物 晶
…ある と され てい る。
ヨ １

の準 備 をおこ な う。 １ま た、 これ らの 心電 図所 見は、
若 胸 部誘導 を １ない し２ １

内視鏡、 処置具類は、 確実に処置が行えるよう最も状
…肋間上方で記録 （上位肋間記録） することにより明瞭化 …
！ １

態 の 良い も の を使用 する こと を 心がけ普 段 より機 器の 状１する と の報 告が ある。

態 を 把握 しておく。 ま た、 薬剤 な どは、 予 め準備 して お
≡
【目的】Ｂｒｕｇ．ｄａ 症侯 群に おける 上位肋 間 記録 の意 義お よ１

く こ と で急な 処 置に対 応 できる。
≡び 上位 肋 間記 録を 必要と する１２誘 導 心電 図所 見を明 ら か≡

検 査 時に は、 医 師・看 護師 と の違携 が重 要で あり自 分
…に する こと。

の役 割 を把握 して確 実に こな す ことが 大事 である日 ま た
１ 【対象 お よび方 法】Ｂｒｕｇａｄａ 型ひ電 図 患者５８ 例 （男性 ５０１

処置が決定したら慌てず準備や手技など１こ集中すること１
例・ 雄 ８ 弧 平均年齢４４±１５歳） を対象として・ ①１２１

が重 要 である。
ｉ誘 導心 電 図と 上位 肋聞記 録のＳＴ 上 昇のタイ プを比 較 し

止 血 な どの場 合 は、 必ず しも 一度 の手 技ポ確 実と は限，
だ。

らず、 次 の 処置 のた めの 準備 に 取り掛 かれ るよ う
心が けヨ② 上位 肋 間記 録で のみｃｏｖｅａ型 を示 した 症例 の１２誘導 心１

なく て はな らな い。
１電 図所 見 につ いて 検討 した。

検査終了後 は・ 患者 の様態に注意し・ 感染予防や患者１ 傭 果】’２誘
靴 電図において・。ｖ・ｄ型ほ１０例 （１７％）・１

搬出 のた めに 使用 した 処 置具・器 材は 速や がに 片付 ける。 非ｃｏｖｅａ 型は ４８ 例 （８３％） であっ たが、 上位 肋間 記録 で

汚物に対してほ・感染に十分に注意し片付けを行う必要；
はｃｏｖｅｄ 醐 ２讐

（ 酬 こ増加 脱 雌 肋間記録で１

が あ る。

緊 急 内視 鏡 を安全 に 終了す る ため には、 知識 や 経験、

目頃 か らの備 えが重要 で あると 考 完る。

のみ・… ｄ型を 札 た１５例の１２誘 軸 電図所 肱 Ｖ１１

あ る い は Ｖ２ に お け る ｓａａｄ１ｅ－ｂａｃｋ 型 ＳＴ 上 昇 ７ 例 （４７％）、
１

非特異的ＳＴ上昇８例 （５３％） であ 叱 １

さらに 辮 異的ＳＴ上昇８例のうち・’㎜ 以上の上昇 洲 １１
とＶ２ の 両誘 導に み られ た ものは５ 例、Ｖ２単 独の もの は３，

１例であ 兆

蹄 語１・ｍ・・ｄ・症侯群の検出感度を上げるためには・ 刊

； 胸 部 誘 導 忙 お け る ｓａｄｄ１ｅ－ｂａｃ陰 型 ＳＴ 上 昇、 Ｖ１ お
よ び Ｖ２

ｉ

ｌ にお ける １㎜ 以 上の非 特異 的ＳＴ 上昇 に注 意 し、 これ らの

照 簑 鶯
には上位肋間記録を行うことが望まし

１
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